The Development from Chanting Narratives to Prose Tales by 廣田 律子 & Hirota Ritsuko
〈研 究 ノ ー ト〉
説唱 と小説の問
一 鼓詞 と 『海遊記 』一
廣 田 律 子
中国漸江省 の麗水 を中心 に伝承 されてい る鼓詞 は陳夫 人へ の願 かけや願 も
ど しの場 で説唱 され,陳 夫人(陳 靖姑 ・陳十 四)と い う女神へ の信仰 を背景
に出来上 が った芸能で ある。
そ の内容 は陳夫 人 の 冒険諺 で あ るが,そ れ まで に人 々 に親 しまれ て きた
種 々な語 り物 のエ ッセ ンスがふ んだん に盛 り込 まれている。す ぐに気 づ くの
は 『西遊記』 「封神演義』 『香 山宝巻』等 との類似 点 である。類似 点 を挙 げる
と,一 つ には,主 人公 やそ の敵が修行 を積 み,法 術 を得,捕 り物 の宝 具 を得
る とい うことである。二 つ にr動 物 の精,植 物 の精,虫 の精 ・・器物 の精 ・菩
薩 等の所 有物等が変 じて妖怪 とな り,人 を騙 した り害 した りす るが,結 局妖
怪 は主人公 に退治 され る とい うこ とであ る。三 つ に,主 人公 が地獄 巡 りをし,
死 者 を生 き返 らせ る とい うこ とで ある。四つ に,主 人公 は観音 との縁 を持 ち,
度 々助 け られ る とい うことであ る。五つ に,戦 い に際 して,登 場人物 が種 々
に変 身す る とい うこ とで ある。六 つ に,敵 が子供 の供犠 を要求す る とい うこ
とであ る。七つ に,仏 が登場人物 の所 業 に応 じて期 限 をつ けて罰 を与 える と
い うこ とであ る。八 つ に,登 場人物 が最後 には神や仏 に封神 され る とい うこ
とであ る。九つ に,神 や仏 が夢枕 に立 つ こ とで意志 を伝 え る とい うこ とで あ
る。以上 の類似 点か ら,鼓 詞が人 々の嗜好 を敏 感 に取 り入 れて成立 してい る
こ とが分 か る。今 回 この鼓詞 と鼓詞 を文学化 した 『海遊 記』 との内容 の比 較
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を行 うことで,口 承文 芸 と読み物 の異 同 を明 らか にす る ことを本論 の 目的 と
したい。
まず1991年 に調査 を行 った際 鼓詞 の演者 の黄景農氏 が唱い,麗 水 文化庁
の唐 宗竜氏 が記録整理 した 『陳十 四夫人伝 』(陳 靖姑 地方神研 究会資料 之二
『夫人詞 』 日本民俗研 究会 ・上 海民俗学 会等合 編1995年 所収)を テキス トと
してa鼓 詞の あ らす じを簡単 にま とめて以下 に紹介す る。
まず 『陳十 四夫人伝』 第一冊 を以下 に まとめ る。 なお()内 の頁 はテ キ
ス トの頁であ る。
第一段 陳十 四の誕生(pp.33-41)
① 観音 の二本 の抜 髪 蛇公 蛇婆 の由来
② 観音 の指 の血 陳十四 は正 月14日 に生 まれ た
観音 を信奉 す る母葛氏 は観音 の指の血(赤 い雨 にな った)を 飲 んで陳十
四 を生 む。父 陳上元 は法 師。
③ 陳十 四は林 聞善の いいなず けにな る。
第二段 陳上元 の誕生祝 い(pp.42-50)
① 陳十四 は八歳 か ら十二歳 まで刺 繍 を勉 強す る。
② 十 二歳か ら観 音 を信奉す る。
③ 陳上元の誕生 日に,兄 嫁 の林氏が い ざこざを起 こ したので,陳 上元 は怒
って,陳 十 四の祀 ってい る観 音の像 を壊す 。陳十 四が父 を罵 ったため に,
玉皇 は陳十 四の寿命 を三年減 らす。
④ 陳十 四 は改 めて観 音の像 を作 って もらう。
第三段 法通 は南蛇 を退治す る(pp.50-58)
① 観音 は盧 山の師 に蛇妖退治 の役 目を言いつ ける。
② 盧 山の師 は蛇妖 退治 の役 目を陳上元 に夢 で知 らせ る。
③ 長兄 法通 は父 か ら方術 を学 んで,次 兄法清 と一緒 に父の代 わ りに蛇妖退
治の ために南広廟 に行 く。
④ 法通 は蛇妖 の生 け賛 にされた金,祝 の少年少女 を助 ける。
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⑤ 法通 は方術 を施 して,蛇 妖 を捉 える準備 を整 える。
第四段 金姓 と祝姓 の謝 恩の祝 宴(PP.58-66)
① 法通 は南広廟 で蛇公蛇婆 を捉 える。
② 蛇妖 は法通が金,祝 の家 に招 かれた機会 に乗 じて,見 張 り役 の法清 か ら
清水 を もらって飲 み,逃 げ る。
③ 法通 は方術 を施 して蛇妖 と戦 うが,法 清 に方術 を破 られ て しまう。
④ 法通 は蛇妖 に捉 え られ る。
⑤ 法通 は家 に送 る血書 を書 く。
第五段 陳十 四は法 を学 ぶ(PP.66-75)
① 法清 は兄 の血書 を持 って家 に帰 る。
② 陳十 四は法 を学 び,兄 を助 けるために盧 山 に行 こ うと決心す る。
③ 蛇婆 は陳十 四 に化 けて,法 を学ぶ ため に盧 山 に行 く。
④ 観 音 は陳上元 と林 百花 に六年 の罰 を与 える。
⑤ 陳十四が盧 山へ行 く途 中,観 音 に遣 わ された竜女が陳十 四 を助 け,蜘 蛛
と蜆の妖 怪 を逐 い払 う。
⑥ 蛇婆 は一足先 に盧 山 を出て,師 か ら宝 を与 え られ る(鉄 の傘 など)。
第六段 洞 門 を出て宝 を取 り替 える(PP.76-83)
① 陳十 四は火焔 を抜 けて盧 山 に着 く。
② 観 音 は岩石 の下 に とじ込め られた陳十 四 を助 ける。 同時 に盧 山の師 に妖
精 を見分 け られ る もう一つの 目を付 けてや る。
③ 師 は陳十 四 に法 を伝 える。
④ 観音 は天地 をひっ くりか え し死罪 の罪 を犯 した陳十 四 を助 け,三 年 の寿
命 を減 らす こ とに留 め る。
⑤ 陳十 四は盧 山 を出 る とき,師 に神娘 とい う号 をつ けて貰 いr宝 を与 え ら
れる(紙 の馬 な ど)。
⑥ 陳十 四は陳十 四 に化 けた蛇婆 に追 いついて,宝 を取 り替 える。
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⑦ 陳十 四は兄 のため に仇討 ちを しようと したが,黄,衰 の二人 の神将 のお
告 げに よ り,先 に漸江,福 建 に散在 してい る妖魔 退治 に出発す る こ とに
なる。
「陳十四夫人伝』 第二冊 を以下 にま とめる。
第一段 神娘 は姉妹 を救 う(pp.84-88)
① 神娘 は戦乱 中に首 を括 って 白骨 になった陳十五 を復 活 させ る。二 人 は姉
妹 の契 を結ぶ。陳十五 は催生夫 人 になる。
② 神娘 は黒松嶺 で蜘蛛 の精 を斬 る。
③ 神娘 は茅 山の陳二郎 に挑 戦 を受 け,法 の優劣 を争 う。神 娘 は負 か した陳
二郎 と兄妹 の契 りを結 ぶ。
④ 神娘 は南京で蟹 の精 を五疽神 に封 じ,遠 方へ送 る。
⑤ 神娘 は江 南の竜虎 山で張 天師,李 天 師に歓待 を受 け る。
第二段 王志忠 は旅商 人 と して旅 立つ(pp.88W95)
① 杭 州城内の金持 ちの息子 王志 忠 は両親 の言 いつけ通 りに,絹 販売 の ため
に四川へ 旅立つ。
② 王志 忠の妻葛氏 は夫 と別 れが た く,金 のかん ざ しを印 と して夫 に持 たせ
る 。
③ 豚 の妖怪 が和 尚 に化 けて,王 志忠か らお布施 を もらうふ りを して,黄 苓
の枝 と王志忠 の持 っていた金 のか んざ しを取 り換 えて しま う。
第三段 葛 氏 は妖 怪 に魅入 られ る(pp.95-104)
① 豚 の妖怪 は王志忠 に化 けて,王 の家 に行 く。葛氏 は金 のか ん ざ しを確認
してか ら豚の妖 精 を部屋 に入 れ る。
② 王志 忠 は旅の途 中で,四 川が大火 に遇 ったので行 ってはい けない と聞か
され,家 に帰 る。
③ 真 の王志 忠 は偽 の王志忠 と家 で激 し く戦 う。
④ 両親 も息子の真偽 を見分 け られない。真 の王志忠 は殴 られ て家 か ら追 い
出 され,隣 人が王志忠 に法 師唐五 郎 を紹介す る。
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第四段 唐五郎 は夢 を論 じる(PP.104-123)
① 唐 五郎 は夢 を見 た こ とを妻 に話す 。妻 は夢 判断 を して不吉 な兆 だ とい う
が,唐 五郎 は改 めて夢判 断 を して,め でたい兆 だ とい う。
② 唐 五郎 はあわてたため妻の靴 を穿 いて,夜 中訪 ねて きた王志忠 を家 に入
れ る。
③ 唐 五郎 は妻 にお茶 を出せ と言 う と,妻 は冗談 で家 に何 もない と答 える。
④ 唐 五郎 は顔 を洗 うお湯 が欲 しい と言 うが,妻 は起 きず に,祭 壇 にあ る紙
を焼い て体 をあぶ って清 め るよ うに と答 え る。 この後 この清 め方 が決 ま
りとされる。
⑤ 唐 五郎 は,祭 壇 に祀 る神兵 をつ れて家 を出たが,妻 は彼 を呼 び戻 して靴
を換 えさせ る。神兵 も祭壇 に戻 って しまい,こ の後法師が い ったん家 を
出た ら戻 ってはいけない とされ る。
⑥ 唐 五郎 が一人 で王 の家 に行 くと,妖 怪 に とらえ られて 吊 し上 げ られて し
ま う。 ひ ど く殴 られた唐五郎 は王志忠 に天 師府へ救 い を求 め るように と
頼 む。
⑦ 王 志忠 は途 中神娘 に逢 い,神 娘 は唐 五郎 を助 けて妖怪 を退 治す る。
第五段 狐 の精が訴 える(pp.123-129)
① 都 か ら派遣 された萢三府 は役 人 として温州 に赴任 す る。途 中で妻 の張氏
が亡 くなる。
② 狐 の精 が若い美人 に化 け,亡 き夫 の兄弟達 に家 か ら追い出 された と,萢
三府 に嘘の訴 えをす る。
③ 萢 三府 は狐 の精 に惑 わ され る。狐 の精 は 自分が賎 しい身分 の者 で役 人の
萢 三府 に相応 し くない と媚 びつつ も一緒 になる。
④ 萢三府 は狐 の精 を夫人 と して温州 までつれ て行 く。
⑤ 狐 の精 の崇 りで萢三府 はひ どい病気 にかか る。
第六段 道 中散在 している妖怪 を退 治す る(pp.129-143)
この段 は妖怪 が列挙 されてお り話 が筋 として まとまってい ない為,内 容別 に
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分 類 して み る。
① 妖 怪 の名 称 と類 別
妖 怪 は全 部 で 三 十 四 あ り,以 下 に分類 す る。
人 類 一 吊死 鬼(t死 した者)(p.142)
獣 類 六 白馬 鬼(p.129)狐 狸 精L(p.131)白 猴 精(p.131)白 羊 精
(p.132,134)瑚 獅 精(p.132)白 鼠 精(p.136)
鳥 類 六 老 鵡 精(烏)(p.131)白 鵠 精(鳩)(p.131)鵬 鵡 精(p.133)
雄 鶏 精(p.135)山 錐 精(き じ)(p.141)鶏 姻 精(雌 鶏)(p.142)
虫 類 ・両 棲 類 五 蠕 蟻 精(あ り)(p.132)黒 蜂 怪(p.132)蛤 膜 精(蛙)
(p.135)娯 舩 精(p.141)補 蛇 精(毒 蛇)(p.142)
魚 類 二 目魚 精(p.135)鯉 魚 精(p.135)
植 物 一 苑菜 精(ひ ゆ な)(p.135)
器 物 五 掃 箒 鬼(竹 箒)(p.129)竹 篁 鬼(竹 竿 〉(p.134)銅 鋸 怪(p.137)
灯 蓋 鬼(油 皿)(p.137)旅 擁 鬼(竹 で編 ん だ網 杓 子)(p.137)
其 の 他 八 三 塔 鬼(p.129)水 間 鬼(水 門)(p.129)
肚 痛 映 鬼(p.130)断 舌 鬼(p.130)楡 銀 鬼(p.132)
楡 戌 鬼(p.137)
② 地 方 の伝 説 との 関 わ り
山 の 名称 の 由来114+尖(p.133)老 鼠梯(p.136)
紅 菟 菜 の 由来(p.36)
腹 痛 の民 間療 法 の 由来(p.130)
大 橋 の 支柱 の 由来(p.129)
紅 花,,,.の由来(p.130)
鶴 鳴 井 の 由来(p.139)
多 くの城 門の 名 称 の 由来 等 の 由来伝 承 が 数 多 く語 られ る。
③ 妖 怪 退 治 の そ の後




と くに神 として封 じられ た り,命 を助 け られ
る例 もあ る。
吊 死鬼 を地 姑仙 娘 と して封 ず る。(P.142)
楡 戌 鬼 を楡 戌 神 と して封 ず る。(P.138)
糊 獅 の足 を一 本 断 ち切 って命 を許 す 。(P.133)
三 尾 の鯉 の精 は,二 尾 を殺 して一 尾 を生 か す 。(p.133)
三 羽 の鵬 鵡 は二 羽 を斬 り,一 羽 は逃 げ て 山 に化 け る。(p.133)
八 頭 の豚 の妖 怪 を六 頭 殺 し,二 頭 を逃 が す 。(P.122)
④ 陳神 娘 以 外 の神 々 の名 称
関 王,薬 王,桃 花 娘 々,縞 公 大 帝(p.131),茶 欄 土 地(p.133),麗 陽 星 帝,
平 天 聖 母(p.139),城 陸,土 地(p.140)の 神 々 が登 場 す る。
⑤ 廟 と神 像
神 娘 の言 い つ け で 廟 が 建 て られ,神 娘 を は じめ とす る神 像 が作 られ,妖 精 を
鎮 め る。 そ して 子授 か りを求 め る人 々 の信 仰 の対 象 とな る 。(P.131,132,139,
143}
第七 段 虞 秀 英 が 妖 怪 に魅 入 られ る(pp.143-150)
① 虞 員外 の独 り娘 虞 秀 英 は器 量 が よ く,文 才 もす ぐれ て い る。
② 王 員外 の三 男 の飼 って い る猟 犬 が 月 の宝 を呑 んで 白犬 精 に な る。
③ あ る夜,美 男 子 に化 け た 白犬 精 が虞 秀 英 の い る二 階 に や って来 る。 秀 英
は 旨い言 葉 に騙 され て,妖 怪 に魅 入 られ る。
第八 段 虞 の 家 で 妙 法 を施 す(pp.15}170)
① 虞 秀 英 の病 気 を治 療 す るた め に,虞 員 外 に招 か れ た 法 師 六 人 が 庁 堂 で賑
や か に法事 を行 う。
② 舟 に乗 っ て い た神 娘 は 占い で 白犬 精 の こ とが 分 る と,舟 を下 りて,虞 の
家 に行 く。
③ 虞 員 外 は神 娘 に助 けて 下 さい と懇 願 す る。 虞 員 外 は神 娘 に教 え られ た通
りに,も らっ た三 枚 の神 符 を家 に貼 っ て お く。 白犬 精 は た んす の 中 に 隠
れ る。
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④ 神娘 は 「水 肚 隔」 の訣 で,手 を清 め る水 を破 れ た野 菜 のか ごに入 れ て,
宙 に吊 してお く。神娘 がか ごを宙 に吊す訣 を収 め る と,法 師たちは び し
ょねれ になる。
⑤ 庁堂 の地面 を乾かす ため に,神 娘 は自分 の神衣 を地面 に敷い てか ら,法
師た ちに各 々の神衣 をその上 に敷 かせ る。神娘 が 「倒水 訣」 をす る と,
下 の神娘 の神衣 はぬれず,上 の法 師の神衣 は濡 れ る。
⑥ 虞 員外 は神娘 の言 いつ けに よ り,鉄 の鍋,菜 種 油,柴,一 ・両五銭 の銀 塊
を用意す る。神娘 は 「雪山究」で冷 ま した油 か ら銀塊 をつかみ出 して見
せ てか ら,さ らに銀塊 を鍋 に入れ る。神娘 は 「起 火訣」 で油 を熱 くした
ので,銀 塊 をつか もうと した一人の法師 の手が鍋 に触 れ るな り,火 傷 す
る。神 娘 は,「 女 よ りも劣 って,こ れ は法 を よ く学 ばないせ いだ」 と法
師 を嘲笑す る。
⑦ 神娘 は白犬精 を退治 してか ら,後 山の穴 に逃 げ込 んだ妖1蚤の子 を鎮 め る
ため に,自 刀 を穴 の 中に挿 してお く。 この穴 は白刀洞 といわれ る。神娘
は虞 秀英 と姉妹 の契 りを結 び,嬰 児 の生 まれ る時刻 を定め る定生夫 人 に
封 じる。
⑧ 神娘 は法 師 たちが いやが らせ をす る と予知 し,霊 牌(札)を 一つ の石牌
坊 に化 け させ,自 分のベ ッ ドは庁堂 の 中央の梁 に高 く吊 してお く。
第九段 神娘 はベ ッ ドを宙 に吊 し,法 師た ちは神娘 のベ ッ ドを探 る
(pp.170-195)
法 師の悪巧 みに神娘 は対抗 し,こ とご と く法 師が敗 れ る様子 が描 かれ るが,
ここは略す。
その後,神 娘 は餓鬼,公 鴨怪,麻 布鬼,白 羊精 などを退 治す る。神娘 は双
港埠頭 の岸 にある高山 に馬氏 天仙 を祀 る夫 人廟 を立 てる。(馬 氏天仙 は神娘
と姉妹 の契 りを結 んだ麗水 の女神)
第十段 温州 で三府 を助 ける(pp.195-203)
① 神 娘 は青 田県 の馬 氏 天仙 と同 じであ った夫 人廟 の縁 日の 日取 りを変 え
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る。
② 神娘 は廟 を立 て るため に,金 の鉢 に入 れた砂 を撒い て風水 を定 め る(方
位 を鑑 定 す る)。 青 田の人 々 に嘲笑 され た神 娘 は機嫌 を悪 くし,撒 き出
した砂 は青 田人の 目に入 る。神娘 は青 田の人 々 に目の痛 み を止 め る方法
や 目の不 自由な芸人 の語 り物(金 書)を 教 える。神娘 が石 の亀 の背 に八
卦 をつけ てか ら,青 田の石 の亀 に よって風 水 を定 め るこ とが長 く伝 え ら
れ る。
③ 役 人 の萢 三府 は妻 に した化 け狐 に魅入 られ,ひ どい病気 になる。(第 五
段 の続 き)温 州 に来 た神娘 は役所 の下男 に迎 え られて,化 け狐 を退治 す
る。神娘 は萢三府 と兄妹 の契 りを結ぶ。
④ 瑞 安県の飛雲渡 にいた蜆 の精 は,神 娘 に殺 された親類 の仇 を討つ ため に,
舟頭 に化 けて,神 娘 を川の 中に落す。東海 の竜王の命 令 に よ り,大 す っ
ぽ んが神娘 を助 け,神 娘 は蛙 の精 を退治す る。
⑤ この時か ら,飛 雲 の川 を渡 る人 々は皆 川の神 を祀 る。川祭 りは神娘 の決
め た決 ま りで,唐 代 か ら今 まで伝 え られる。
第十一段 金員外 が亡霊 を祀 る(pp.203-209)
① 平 陽県金村 の金 員外 の妻珠 は難産 で母子 とも冥土(地 府〉 に落ち る。
② 神娘 は,泣 き沈 んで亡霊 を祀 ってい る金員外 を助 け よう と,珠 翠 を復 活
させ よう とす る。
③ 神娘 が七 昼夜 煉丹 して も,珠 翠 を復 活 させ る ことがで きないので,天 上
か ら借 りて きた換魂床 に寝 て,神 娘 の魂 は冥土 に行 く。
④ 閻魔 王 は観音 の肉親 である陳十 四 を迎 えて,珠 翠 を助 けたい な ら,ま ず
冥土 を回って見 る ように勧 め る。
⑤ 神娘 は監霊官(冥 土 の役 人)に 案内 されて冥土 を回 る。
第十二段 冥土 の地獄 を回 る
第十三段 立腹 して血河 のかめ をひっ くりか えす(pp.209-234)
第 十 二段 と第十 三段 の 内容 は神 娘 と監霊 官 との問答 の形 式 で書 か れてい
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て,各 地獄 に落 ちる ようにな った理 由が述べ られている。
地獄 は全部 で十八あ り,席 香地獄 ・仏灯 地獄 ・舗銭 地獄 ・対 経地獄 ・香 台
地獄 ・蹴舌地獄 ・燗河地獄 ・鉄遥 地獄 ・滑 油地獄 ・茶牢地獄 ・以上第十二段
に,刀 山地獄 ・孟 婆地獄 ・斬手地獄 ・田螺 地獄 ・解鋸地獄 ・碓磨 地獄 ・鴛鴛
地獄 ・血河地獄 ・以上 第十三段 に入 れ られてい る。
鼓詞 の演者 は,一 つの地獄 を通 るたび に,冥 土 の百鬼 のため に祭壇 の前 で
紙銭 を焼 く。
席香 地獄(pp.209-211)









神娘 は万丈 の高 い香 台 の上 か ら,福 州 の家族 の あ りさまを見 る。
蹴 舌地獄(p.214)
告 げ口や仲 を裂 くこ とをす れば,冥 土 で舌が引 き延 ば され,来 世で ことば
が不 自由 に生 まれ変 わ る。
燗 河地着訣(pp.214-215)
冥土 の川 の上 に六 つの橋 がか けてある。仏 は金 の橋,銀 の橋 を渡 り,精 進,
修行 す る者 は鋼 の橋,鉄 の橋 を通 る。悪人 が石の橋 木 の橋 を通 ろう とす れ
ば,橋 の端で守 る牛頭,馬 面 が悪 人 を橋 の下 の火 の穴 に落す。
橋 の下 にい る銅 の蛇,鉄 のす っぽんは悪人 の魂 や体 を丸呑み に して,来 世
に家 畜 に生 まれ変 わ らせ る。
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鉄 遥 地 獄(pp216-217)
俗 世 の 人 た ちは 親孝 行 す べ きだ と戒 め る。
滑 油 地 獄(pp.217-218)
油 の つ い た手 を水 で 洗 っ て は い け ない 。
茶 牢 地 獄(pp.218-219)
お茶 の 葉 を地 面 に捨 て て はい け ない し,お 茶 の葉 を炉 に入 れ て着 物 を乾 か
して もい け な い。
刀 山地獄(pp.220-221)
牛 肉 を食 べ て は い け ない 。
孟 婆 地 獄(p.221-222)
孟 婆 の授 け る孟 婆湯 を飲 む と,何 もか も忘 れ て しま う。
斬 手 地 獄(PP.222-224)
助 産 婦 が助 産 して汚 れ た手 で神 仏 の 前 に灯 を点 け た りす れ ば,神 仏 に対 し
て不 敬 な こ とに な る か ら,斬 手 の 関所 を通 らな け れ ば な らない 。 豚 を殺 す 者
も同 じ理 由 で 斬 手 の 関所 を通 ら なけ れ ば な らない 。
助 産婦 と豚 殺 しは 臨終 に線 香 を包 む赤 紙 を指 にか ぶせ て お き,斬 手 の 関所
の役 人 に指 に かぶ せ て お い た赤 紙 をぬ い て渡 せ ば,無 事 で す む 。
田螺 地獄(pp.224-225)
田螺 の 肉 を食 べ て は い け ない 。
解 鋸 地 獄(p.226)
夫 婦 を離 縁 させ てか ら,再 婚 の媒 酌 をす る者 は,冥 土 で鋸 で体 が 二 つ に分
け られ る。
碓 磨 地 獄(p.227)
お金 を も ら うた め に,訴 状 に嘘 を書 い て人 を お と しめ る者 は,冥 土 で碓 磨
に引 か れ て粉 々 に な り,来 世 に 生 まれ 変 わ れ ば,体 が 麻 痺 した者 に な る。
鴛 鳶 地獄(pp.227-229)




① 血染 の着物 に関す る忌
② お産 をす る女 に対 す る忌
③ 神 娘 は血河鉦 をひ っ くりか えす
神娘 は 自分 の母 も血 河紅 に坐 るだろ うと思 うと悲 しくな り,勝 手 に翻 天Rq
を唱 えて,三 つ の血河鉦 をひっ くりか えす。
④ 神娘 は玉皇 に処罰 され る
閻魔 王 は神 娘 の こ とを玉皇 に上奏 し,玉 皇 は神娘 の寿命 をさ らに三歳減 ら
して二 十七歳で天上 に昇 る ように処罰 す る。
第十 四段 家 に帰 って父親 を助 け る(pp.234-239)
① 神娘 は珠翠母 子 を復 活 させ てか ら,珠 翠 と姉妹 の契 りを結 んで護夫人 に
封 じる。
② 神娘 は難産 で苦 しんでい る李十三 と,ひ どい天然痘 にかか った林 九姑 を
災難 か ら救 う。李 十三 を送子夫人,林 九姑 を管痘 夫人 に封 じる。
③ 神 娘 の次 兄法清 はお金 が欲 しい ため に,病 気 を伝 染 させ る法事 を して,
近所 の人 たち を苦 しませ る。彼 だけが病気 をなおす薬 をもってい る。神
娘 は家 に帰 る途 中で,法 清 の兵馬 に出合 う と,す ぐに法角 を吹 いて,法
清 の兵馬 を祭壇 に帰 らせ る。近所 の民衆 は無事平安 となる。
④ 神娘 は家 に帰 って,母 を喜 ばせ,背 中の腫物 で六 年 も苦 しんで きた父 を
助 け る。観音 は神娘 の孝行 ぶ りを見 る と,善 才童子 を遣 わ して,陳 上元
の背 中 に刺 しておい た金 の鉤 を取 り出 させ る。
⑤ 神娘 は二階で精進料理 を供 えて観音 にお礼 をす る。
第三冊 のあ らす じを以下 に まとめる。
第一段 南広 で南蛇 と戦 う(pp.24Q-245)
① 南広 の蛇妖 は蛇 の誕 生 日に少年少女 のい けにえが ない とい って,良 民 を
害す る。
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② 陳十四 は長兄 の仇 を討 つ ため に蛇妖 退治 の兵 馬 を出す。神 娘 の知 らせ を
受 け取 った姉妹 たちが応 援 に来 る。
③ 蛇公 蛇婆 は蛇 の子孫 や娯舩 な どの三千六百 の兵 を出す。
④ 神 娘 の姉 妹 たち,盧 山の師,茅 山の師,三 尊 天師,都 監元 帥,萢 三府,
王志 忠,陳 二郎 らは皆兵 を率 いて参 戦す る。
⑤ 玉皇 は太 白星の願 い によ り,神 娘 を助 ける天 兵(関 公,托 塔李天王,嚇
ロモな ど)を 出す勅命 を太 白星 に渡 す。
⑥ 天 兵の威 力 に頼 って,神 娘 は蛇公 を殺す。観 音 さまの助 けで,神 娘 は一・
丈 二尺 の蛇婆 を五尺切 り落 としたが,七 尺 の蛇頭 は都 に飛 んでい く。
第 二段 陳十四が嫁 ぐ(pp.246-254)
① 焼 か れた蛇 の骨 の灰 が蚤,蚊,蝿 な どの害 虫 に化 け る。端午 節 に菖蒲,
宝剣,雄 黄酒で南蛇 の邪気 を払 う。
② 神娘 は法通 を復活 させ る。
法水 と究文で粉 々 にな った法通 の骨 をつ な ぎa神 娘 は さらに煉丹,招 魂
を行 って法通 を復 活 させ る。
③ 法通 の行 方
神娘 は紙 のか ごを作 って,法 通 をある所 に送 って落 ち着かせ,法 通 は書
写 をす る者 となる。
④ 神娘 は林兄嫁(法 通 の妻)の 媒酌 をして陳二郎 と再婚 させ る。再婚 は神
娘 の決め た決 ま りで,今 まで伝 え られ る。
⑤ 蛇 婆 は都 の宮 中に入 って,皇 后 と妃 たち を食べ てか ら,自 ら皇后 に化 け
る。
⑥ 神娘 は父母の命 に従 って嫁 に行 く。
⑦ 新婚後 の三 日目に,神 娘 は林 家で盧 山の将軍 のため に法事 を行 う祭壇 を
設 ける。
第 三段 蛇退治 のため に都 に赴 く(pp.254-261)
① 皇后 に化 けた蛇婆 は病気 を装 って,陳 十 四の心肝 を薬 に して欲 しい と君
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主 にねだ り,君 主 は陳十四 を都 に呼 びつ ける勅命 を出す。
② 神 娘 は都 に赴 いて蛇妖 を退治す る。
③ 神娘 は蛇婆 に食 われ た皇后 と妃 たちの骨 を探 し出 してか ら,煉 丹 して彼
女 たちを生 き返 らせ る。
④ 神娘 は君主 の賜 る栄典 にあず か り,平 天 聖母 に封 じられ る。県令 に封 じ
られ た夫 は林青天 と民衆 に称 え られる。
第四段 陳十 四は天上 に昇 る(pp.261-271)
① 蛇妖 の魂 の崇 りとひ どい旱越
深 く埋 め られた蛇妖 の魂 が地下 か ら逃 げて,空 で雨 を遮 って良民 を害す
る。
② 神娘 の雨乞 い
神娘 は民衆 のため に,身 ご もった胎児 を取 り出 して,雨 乞 いの法事 をす
る。神娘 の雨乞 いで糠 雨が降 り出 したが,空 で雨 を遮 る二人の雷公 が神
娘 に斬 られる。
③ 玉皇 は神娘 の寿命 をさ らに三歳減 らす。
雷公 を斬 った罪 で三歳減 らされる と,神 娘 は二十 四才 で天 に昇 る ことに
なる。
④ 蛇妖 の魂 が神娘 の胎児 を害す る。
神 娘 は鯉 に化 け させ た胎 児 を,養 魚 池 に化 け させ た銅 の鉢 で養 育す る。
林兄嫁 に化 けた蛇妖 の魂 が林 家 に行 って,毒 気 で銅 の鉢 にい る鯉 を血 の
水 に化 け させ る。
⑤ 神 娘 は盧 山の師に雨乞 い を頼 む。
玉皇 は神娘 に頼 まれた盧 山の師 の懇願 によ り,福 州城 に大雨 を降 らす。
⑥ 神娘 の二人 の息子 の行 方
神娘 は胎児 を取 り出す時 に,頭 巾を被 らなか ったので,急 に頭痛がす る。
産婦が頭 巾で頭 を包 む決 ま りが伝 え られ る。神娘 は煉丹 して,蛇 妖 の魂
に よって害 された息子 を生 き返 らせ て,走 馬,霊 通 と名づ け る。走 馬 を
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狩猟 の神,霊 通 を芝居 の神 としてある所 に送 る。
⑦ 神娘 は二十 四歳 で天上 に昇 る。
天上 に昇 った神娘 は,犬 の心肝 を借 りて,俗 世 の道端 の白骨 を生 き返 ら
せ たが,助 け られた者 が恩 を仇で返 したため,神 娘 は彼 を元 の 白骨 に戻
す。神娘 に助 け られた犬 は夫人 に感謝す る。神娘 は これか らは俗世 の畜
生 だけ を救 いs人 間 を救 うまい と誓 う。
俗 世 の女 はお産 をす る時 に,閨 房 で 「刀 頭香」(点 したお香 を庖 丁 の背
に乗せ てお くこ と)を 点 しておかなけれ ばな らない。この ようにすれ ば,
催生夫 人が俗 世 に遣 わ される。
⑧ 陳十四 は玉 皇 に謁見 して神 に封ぜ られ る。
玉皇 は陳十 四 を平天聖母 に封 じ,陳 十五 を護 国老夫 人 に封 じる。 陳十 四
の父母,夫,兄 弟(法 通,法 清),息 子(走 馬,霊 通)は 皆神 に封ぜ ら
れる。 陳十 四の六姉九妹,及 び王 志忠,陳 二郎,萢 三府 も神 に封ぜ られ
る。
⑨ 陳十 四は天 門の外 で,よ く修行す れば,天 堂 に上が れ る とい う一首 の詩
を書 いて俗世 の人 に知 らせ る。
⑩ 俗世 の君主 の聖 旨に よ り,漸 江省,温 州府,福 建省 には夫 人 を祀 る夫人
宮が建 て られ る。
⑪ 陳 林 の二 つの家 の主人 は財産 を貧 しい人 に分 けてか ら,天 上 に昇 って
神 に封ぜ られ る。
鼓詞 の最後 の部分 に以下の よ うに唱 われる。
読書 入 は この物語 を聞い てか ら,木 版 を作 り,『海遊 』 とい う本が 世間
に伝 え られる。三冊 の 『海遊記 』 は,終 始女神 に謝 恩す る。
ここか ら人 々の信仰 と祭 祀の場 で唱 われ,芸 人 に よって口頭 で伝承 されて
い る鼓詞が文人 に よって書 き記 され本 になった こ とがわか る。この 『海遊記』
に関係 す る物 と して,乾 隆十八年(〇 七五三年)に 文天堂 で刊行 された もの
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が,近 年 葉明生 に よって発見 され,民 俗 曲芸叢書 の中 に 「海遊記』 と して紹
介 されてい る。
はた して明の乾 隆年 間 に出版 され た とされる 『海遊記』 とそ の も ととされ
る鼓 詞 とは全 く同 じ物 なのであ ろ うか。知識人 によって文 学化 され世 に出回
った小説 と,信 仰 の場 で語 られ 口頭で伝承 され続 けてい る鼓詞 の異 同 を明 ら
か にす るこ とで,そ の性格 の違 い を明 らか に しよう と考 える。
次 に 『海遊 記」 明無根子作 葉 明生校注(民 俗 曲芸 叢書財 団法人施合鄭民
俗文化基 金会二〇 〇〇年)の 要約 を以下 にま とめる。
上 巻 を以下 にま とめる。
(一)張 世魁夫婦 は災難 に遭 う(pp.60-62)
① 観音 は閾山の巫 の教 を広 めるため に,自 分 の一本 の髪 の毛 を海 中に
捨 てて,白 蛇 に化 け させ る。
さらに,自 分 の切 った爪 を人 間 に変 じさせ,善 人 の家 に誕生 させ る。
後 に,こ の人 が閻山で法 を学 んで か ら,蛇 母 を退治 して,巫 教 の法 門を
広 め る。
② 知府 に任命 され た張世魁 は妻 を連 れて赴任 す る途 中で,妻 が烏虎妖
怪 に捉 え られる。
③ 太 白金星 の指 図 によって,世 魁 は闊山 に行 って,九 郎 法主(許 真君)
か ら法 を学ぶ 。
④ 沙王 の助 けで,世 魁 は妻 を救 い出 して,一 緒 に闘山 に行 って,護 法
となる。
(二)法 通 は廟 を壊 そ うとしたため に捉 え られ る。(PP.65-67)
① 白蛇 が古 田県 の海 中で人 を害す るので,百 姓 は 「白蛇聖 母廟」 を建
てて祭 りをす る。
② 世魁 に負 け て逃 げた烏虎 は 白蛇 を脅迫 して夫 婦 となる。
③ 白蛇 と烏虎 の夫婦 は童子童女 の犠牲 を村 人 に要求す る。
④ 陳諌議 の子法 通,養 子 の海清 は法天聖者か ら法 を学 んだ後 に,百 姓
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の苦 しみを助 けるため に旅立 つ。
⑤ 法通 は白蛇 の廟 を壊 そ うとしたために,白 蛇 に捉 え られ る。
(三)靖 姑 は法通 を救助す るため に法 を学ぶ(pp.fi9-72)
① 法通 の師,法 天聖者 は鐘 で法通 を覆 って保護す る。
② 陳諌議 の娘靖姑 は法 を学 ぶ ために闘山 に行 く途 中で,張 趙二郎 か ら
お札 を貰 う。 また母 をお産 でな くした李 三娘,家 族 が疫病 で な くなった
林九娘 と姉妹 の契 りを結 び,一 緒 に間山 に行 く。
③ 靖姑等 三人 は閾山法主夫 人か ら法 を学 ぶ。
④ 法主夫 人の背 中の膿 を吸 い取 るこ とで靖姑 は法 を得 る。
(四)靖 姑 は廟 を破 って法通 を助 け る(PP.75-77)
① 九郎法主 は靖姑 を大柑夫 人 に封 じ,李 三娘 を顕応李夫 人 に,林 九娘
を護応林九夫 人 に封 じ,宝 具 を与 える。
② 白蛇が大敗 して逃 げ,烏 虎妖 怪が靖姑 に殺 され る。
③ 靖姑 は法通 を救 い出 して,生 き返 らせ る。
(五)白 蛇 は悪巧 みで王吉祥 を捉 える(pp.79-83)
① 法通 と海清 は闊山 に行 って法 を学ぶ。
②靖 姑 は王逞 と縁組 み を結 ぶ。
③ 白蛇が再 び洞 に戻 って,崇 りをす る。
④ 黄三居 士 に願 われて,靖 姑 は妖 怪退治 をす る。 このた めに靖姑 は七
ヶ月の胎児 を早産 させ倉 に隠 してか ら,白 蛇 と戦 う。
⑤ 白蛇 は悪巧 みで靖姑 の子(王 吉祥)を 盗 む。
⑥世尊 は靖姑 の願 いに応 じて,そ の子 を取 り返 したが,そ の子 を弟子
と して留 めて,吉 祥 と名付 け る。
下巻 を以 下 にま とめ る。
(六)法 通 の妹 と弟 は白蛇 を困 らせ る(PP.85-87)
① 白蛇 は毛山の八郎 法主か ら法 を学ぶ 。
②法通兄弟 は閾山か ら家 に帰 る。
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③ 黄三居 士 の願 い に応 じて,靖 姑 と海清 は閻 山沙 王 の助 けに頼 って,
白蛇 に戦勝す る。
④ 白蛇 は西海へ逃 げて身 を隠す。
(七)白 蛇 と海清 は各 々 に変化 して法の戦 い をす る(pp.89-93)
① 白蛇 は西海竜王 の宮殿 に身 を隠す。
② 靖姑 は 白蛇 を追いか けて海 中に入 り,竜 女 と姉妹 の契 りを結 ぶ。
③ 海清 は色 々の もの に化 けつ つ,色 々の もの に化 けた 白蛇 と戦 う。
④ 逃 げた 白蛇 は福 州城 に行 って,輿 王の皇后 を食 ってか ら,自 ら皇后
に化 ける。 さ らに病気 を装 って,靖 姑 の心肝 で病気 を治 したい と興王 に
願 う。
⑤輿王 は願 われ た通 りr靖 姑 を宮殿 まで呼 び よせ る。
⑥靖姑 は法 を行 って,正 体 を現 した 白蛇の尾 を切 り断つ。
⑦靖姑 は輿 王の願 いに応 じて,死 んだ皇后 を済度す る。
(八)皇 女 は婿 を とるため妖怪 に遇 う(pp.96-98)
①靖姑 の息子王吉祥 は父 の所 に行 く途 中で悪 人 に遭 うが,靖 姑 は彼 を
救 い出す。
② 白蛇 の尾が切 り捨 て られて,妖 怪 とな り,興 王 の皇女 を捉 えて食 お
うとす るが,観 音 が一片 の瑞 雲で皇女 を覆 って保護 す る。
③ 興王 は告示 を出 して,皇 女 を救助 した者 を婿 にす る とい う。
④ 観音 は張大法 とい う善人 の樵 に夢知 らせ して,皇 女 を救 い出す よう
に と言 う。
⑤ 大法 は皇女 を救 い出 し,そ の婿 にな る。
(九)白 蛇が観音 の御所 に身 を寄せ る(pp.101-105)
① あ る 日の雷雨 に乗 じて,白 蛇 の頭 と尾 が空で つ なが り,再 び洞 に戻
って崇 りをす る。
②靖姑 と海清 に撃破 された 白蛇 は観音 の御 所 に逃 げて身 を寄 せ る。
③ 観音 は追 いか けて きた靖姑 に言 う。 「白蛇が 人 を害 したが,今 す で
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に帰依 したか ら,許 してや る」
④海清 は巫 を もって釈 に挑 もうとす るが,観 音 にはかなわない。
⑤ 観音 は 白蛇 を 白蛇聖 母廟 で祀 られ る ように しJ動 けない よ うにす
る。
⑥ 観音 は 「儒釈 道巫の教 えは,そ の一 を も軽 視 してはいけない」 とい
う。巫教 を広 め るため に蛇 を生 じさせ,そ れ に対抗す る陳靖姑 を も生 じ
させ た と語 る。
⑦観 音 は玉帝 に奏上 してか ら,靖 姑 を都天鎮 国大柑 夫人 に封 じ,民 間
巫 法の主 と為す。海清兄 弟 を蛮師護法二郎 に封 じる。最後 に靖姑 の一 家
は天上 に昇 る。
鼓詞 と 『海遊記』 ともに陳靖姑 と蛇 との戦 いが ス トー リーの骨子 となって
いる。蛇 は鼓詞 も 『海遊記』 も観音 の抜 髪 か ら生 じた とされ る。陳靖姑 の方
は,鼓 詞 で は観 音 の指 の血 か ら,『 海遊記 』 で は観音 の爪 か らそれぞれ誕生
す る ことにな ってい る。悪 の象徴 の蛇 もそれ を退治 す る善 の象徴 の陳靖姑 も
観音 の分 身であ る とい える。
ここに自ず と観音 との深い結 びつ きが前提 にある とい えるわ けで ある。 し
か し,な ぜ善 と悪 が両方 ともに観音 か ら作 り出 され たのであ ろ うか。その疑
問 に答 えるべ く,「 海遊記 』 の作者 は,最 後 の段 で 「仏教 は巫教 よ りす ぐれ
るが,巫 教 もすす め る必要が ある」 と説 明 を試 みて いる。 つ ま り,仏 教 の代
表 の観音が蛇 を作 り,そ れ を巫教 の術 で陳靖姑 が退治 しようとす るこ とで巫
教 をすす めた とい うこ とになるので あ る。文 人 として巫 と仏 に序列 を考 えた
のであ る。
鼓 詞 で は観音 は専 ら陳靖 姑 の危 機 に際 して,救 いの手 を さ しのべ てい る。
例 えば,第 一冊第六段 で観音 は,盧 山の師 によって岩の下 に閉 じこめ られ た
陳靖姑 を救 ってい る。 また同 じ く第六段 に,陳 靖姑 が天 地 をひっ くり返 した
罪 で玉皇 に死罪 を命 じられた際 観音 は命乞 い を してい る。道教 の神 々や道
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士 とのい ざこ ざに観音 が介入 してい る。 また陳靖姑 は観 音の像 を祀 って信仰
してお り,そ の こと と盧 山で修行 す る ことが矛盾 してい る とは鼓詞 の作 者 は
全 く思 ってお らず,敢 えてその関係 に序列 を もうけよ うとは してい ない。道
仏 が 自然 に矛盾 な く混在 してい る といえる。
『海遊記 』 で は,第 九段 におい て観音 の進言 で陳靖姑 は都 夫鎮 国大柑夫 人
に封 ぜ られてい る。鼓詞 で もや は り最後 の段 で,陳 靖 姑 は平天聖母 に封ぜ ら
れ てい る。すべ ての登場 人物が神 に封 じられて大団 円 となるのであ る。神 と
なる人 々の中 に姉妹 の契 りを結 んだ女性 た ちが含 まれてい る。鼓 詞で は難産
で苦 しんでいた李 十三 を送子夫人 に,天 然痘 にかか った林九姑 を管痘 夫人 に
封 じてい る。 『海遊 記』 で は,李 三娘 と林 九娘 が姉妹 の契 りを結 ぶが,李 三
娘 はその母 をお産 で亡 くした とされ,林 九娘 は家族が疫病 で亡 くなった とさ
れ,そ れぞれ顕応李 三夫人 と護応林九夫人 に封 じられてい る。
鼓詞 の方 がそれぞれ封 じられた女性神 の神 格が 明確 であ る。鼓詞 では難産
の夫人 が送子 夫人 に,天 然痘 の夫 人が管痘 夫人 にと,非 常 に分か りやす いの
に比べ,『 海遊記 』 はその家族 が難産 であ った り疫病 で あ って,顕 応 ・護応
と抽象 的 な神 に封 じられてい る。つ ま り,鼓 詞 の方 が語 りの内容 を聞 くこ と
で,お 産の時,病 気の時 に必 ず 自身の信仰 す る神 々 に出会 えるのである。鼓
詞 は信 仰 を基 盤 として成立 してい るのに対 して,『 海 遊記』 は文 人が頭 の中
で編 んだ もので ある為信仰 的な背景 が薄 らい でいる とい える。
陳靖姑 の家族 だが,鼓 詞 で は陳靖 姑 の長兄法通 ・次兄法 清二人共実 の兄弟
とされ るが,「 海 遊記 』 で は長兄 法 通 ・次兄 海清 の 内海清 は養 子 とされ る。
両者 は,「 海遊 記』 で は蛮 師護法二郎 に封ぜ られ,鼓 詞 で は雲遊神 に封ぜ ら
れ る。二人 の兄 の内長兄 は術 に優 れた好男子 なの に比 して,次 兄 は道化 であ
りトラブルメーカー として描 か れてい る。長男 を重 ん じる実際 の家庭事情 が
窺 える。
漸江省 の村 々に陳靖姑 が祀 られる廟 に行 くと,必 ず神 と して封 じられ た登
場人物 の像が祀 られてお り,陳 靖姑 を中心 として背後 に二人 の女神 そ して脇
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の方 に兄弟達 が並 んでい る。女 神 は複 数 で祀 られてい る こ とが多 いの だが,
これは現実 の女性 達 の間で も講組織 があ り義姉妹 の関係 が結 ばれ,女 性 同士
のつなが りが強 く保 たれてい るので,人 間社 会の女性達 の関係 が神 々の世界
に も反 映 され た もの と考 え られ る。
悪 の象徴 の蛇 だが,鼓 詞 で は蛇婆 ・蛇公 の蛇夫婦 とされ,『 海遊記 』で は
白蛇 ・烏虎 の蛇 と虎 の夫婦 とされる。鼓詞で は蛇婆 も陳靖姑 も盧 山で修行 を
し,『 海遊 記』 で は陳靖姑 は閻山 で 白蛇 は毛 山で修行 す る と してい る。盧 山
(間山)と 毛 山(茅 山)共 に巫術 の修行 の場 と して有名 で あ った と考 え られ
るが,『 海遊記』 の方 が陳靖姑 と白蛇 を異 なる場 で修行 させ,対 立 を際 だた
せ てい る。鼓詞 に も 『海遊記』に も共通 す る点 は,蛇 が村 人か ら祀 りを受 け,
村人 に供犠 として少年少女 を要求 す るこ とであ る。人 々が邪悪 な妖怪 も神 と
して祀 り,そ の崇 りを免 れるため に人身供 犠 を行 うとい うこ とは,『 西遊記 』
等 にも見 られ る物 語 の要素 であ る。種 々 な神 々が祀 られ信仰 され る実態 を垣
間見 る ことがで きる。
鼓詞 には実際 に上演 される ご当地の具体 的 な場所 を意識 的 に織 り込み なが
ら,陳 靖姑 が動物 の精 ・植物 の精 ・虫の精 ・器物 の精等種 々 な妖 径を退治 し
て,そ の地 に平安 が訪 れた とい う内容 がふ んだんに盛 り込 まれ ている。一方
『海遊記 』 にはそれが な く,妖 怪 と して現 れるの は 白蛇 ばか りで ある。鼓詞
は上演す る土 地の 聞 き手 に配慮 してい るが,小 説 は地域 を限定 せず不 特定多
数 の読者 を意 識 してい る とい える。
妖蛇 の悪巧 みの 中で,鼓 詞 と 『海遊 記』両方 に見 られ るのが,皇 后 に化 け
て陳靖姑 の生 き肝 を求 める とい うこ とと,陳 靖姑 の息子 を害 そ うとす る こと
であ る。妖 径が人 に取 って代 わる とい う内容 は,物 語 にはつ きもので ある。
陳靖姑 の息子 は鼓詞 で は陳靖姑 が 雨乞 い を したため に,『 海 遊記』 では蛇 と
戦 うた めに早 産 させ られる とされ る。 『海遊記 』で は早 産 した息子 を倉 に隠
す とされ,鼓 詞で は水 の中に隠す とされる。
なぜ早産 す る必 要が あるのであろ うか。鼓詞の場合陳靖姑 が早産で胎児 を
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取 り出す時 に頭 巾 を被 らなか った こ とが もとで死 ぬ こ とになった とされ,ま
た産婦 が必 ず頭 巾 を被 る とい う習俗 の は じま りと説 明 され ている。 『海遊 記』
の場合 は,早 産が陳靖姑 の死 の原 因 とはなってお らず ただ 白蛇 と戦 うため早
産 した とな ってい る。鼓詞 の方が 早産 をす る意 味の深度 が深 い と考 え られ,
陳靖姑 が現 実 に婦 人達 に よって子授 か り子 育 ての神 と して信仰 を受 ける こ と
と深 いつ なが りを持 っている内容 であ る。 また雨乞 いのため に早産す る とい
う点 で も,天 気 を左 右す る術 を施 す点で,生 産 に関わ る女神 の神 格 も意味 し
てい る といえ る。
ス トー リー の 中で度 々死 者 を生 き返 らせ る法術 を行 う場 面が 出て くる。
『海遊記』 で は第 四段 で陳靖姑 は法通 を生 き返 らせ る。鼓詞 で は数多 くの人
を陳靖姑 は生 き返 らせ るのだが,中 で も難 産 で死 んだ珠翠 の例 は特筆す る に
値 す る。地獄 まで珠 翠 の魂 を探 しに行 くので ある。 ここで は地獄 を巡 りなが
ら,前 世 の罪 と地獄 で の罰 が 日常生 活 に絡 め て具体 的 に示 される。つ ま り,
経 血や お産 の血 で汚れ た着 物 を川 の上流 で洗 ったため,そ の水 が神 に供 え ら
れ不 敬 を犯 したか ら血 の池地獄 に入 ってい るのだ とい う具合 で ある。地獄 を
語 る ことで,生 活 の 中で の禁忌 を伝 え,ま た種 々な教訓 を与 えて聞 く人 々の
日常 の所業 を改 め させ よ うとす る思考が窺 える。
こう した教訓 じみた思考 は文人 の小説 の 『海遊記』 には見 られ ない。読 み
物 は面 白 さを嗜好 す る一方,地 獄 に行 って帰 って来 る とい うよ うな部分 はそ
ぎ落 として しまってい る。ほか に もた くさんの部分 がそ ぎ落 とされてい るが,
鼓 詞の第二冊 第一段 か ら十 四段 にかけての部分が 『海遊記」 で は完全 に削 ら
れ,取 り上 げ られてい ない。
この ように陳靖姑 の大 冒険潭,各 地 の妖 怪を退治 して人 々 を救 って大活躍
す る部分 が,鼓 詞 で は語 られ るの だが,「 海遊記 』で は無視 され たの はなぜ
だろ うか。実際鼓詞 の語 りに耳 を じっ と傾 け,線 香 を点 し手 を合 わせ て聞 き
入 ってい るのは女性 とその手 に抱 かれた子供 が圧倒 的 に多 い。話 を作 り発 展
させて語 り伝 えて きた芸 人 は男性達 であ った に しろ,当 然 聞 き手 の女性 の嗜
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好 に配慮 した 内容 が語 られ る とい えるだ ろ う。一 方小 説 『海遊記 』 の方 は,
読 み手 は男性 の方が多 いので はないだろ うか。蛇 との戦い のみ残 して,そ の
他 の女神 の活躍す る場面 は カ ッ トして しまった理 由は,そ こに所在す るので
はないか と推測す る。
小 説 『海遊記』 と鼓 詞の最大 の違 いは,受 容 す る側 に陳靖姑 に対 す る強い
信仰 的 な基盤 があ るか どうか とい う点 にあ る とい える。鼓詞 は祭祀 の中で演
じられなければ な らないの に対 し,小 説は祭祀 に限定 して読 まれ る もので は
ないか らであ る。鼓詞 は信 仰心 を もった聞 き手 の女性達 がいて こそい きい き
と存在す る芸 能 とい える。変化 の激 しい現代 にあって今後鼓詞 は どの ように
伝 承 されてい くので あろ うか。将 来の姿 は とい う点 ではい ささか心細 い気が







この小論 をこの度 退任 され る大場恒 明先生 にさ さげ させ て頂 きたい。
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